
微小粒子状物質健康影響評価検討会 

曝露・毒性・疫学ワーキンググループの設置について 

 

１．目的 

微小粒子状物質健康影響評価検討会（以下、「親検討会」という）における実務的な検討

作業及び評価文書の作成を行うため、曝露、毒性、疫学の３分野のワーキンググループを

設置する。 
 

２．運営方針 

（１）構成及び運営 
・各ワーキンググループは、それぞれ曝露、毒性学及び疫学に関する学識経験者を委員

として構成する。 
・各ワーキンググループには座長をおき、座長は会議の議事運営にあたることとする。 
・座長は親検討会において委員の互選により選出する。 
 

（２）議事等の公開 
 ・ワーキンググループ及びワーキンググループにかかる資料は、各分野における実務的

な検討作業を進める過程において、当該分野に係る知見及び文献等に対する科学的見

地からのワーキンググループ委員の自由な議論を妨げるおそれがあること、意志決定

の中立性が損なわれるおそれがあることから、議事及び配付資料は非公開とする。た

だし、ワーキンググループで検討された事項は親検討会に報告するものとする。 

 

３．ワーキンググループにおける検討事項 

各ワーキンググループはそれぞれ以下の事項について検討を進めることとする。 
 
曝露ワーキンググループ 

  ・粒子状物質に関する特性 
  ・微小粒子状物質の曝露評価 

 
毒性ワーキンググループ 

  ・微小粒子状物質の生体内沈着・体内動態 
  ・毒性学研究を中心とした微小粒子状物質の健康影響メカニズムに関する検討 

 
疫学ワーキンググループ 

  ・疫学研究を中心とした微小粒子状物質の有害性同定に関する検討 
 
４．ワーキンググループ委員の選任 

 ワーキンググループ委員は、3 に示す検討事項について知見を有する者より選任し、別紙

の委員名簿に示す学識経験者とする。 
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